
平成３０年度第８回県政参画電子アンケート 

鳥取県生活排水処理施設整備構想に関するアンケート 

結果概要 

 

１ 調査概要 

〇テーマ     鳥取県生活排水処理施設整備構想 

〇実施期間  平成３０年１２月７日～１２月２０日 

〇対象     県政参画電子アンケート会員   １０４５名 

〇回答数    ８０４件（回答率 ７７％） 

 

２ 目的・概要 

 鳥取県生活排水処理施設整備構想は、公共下水道、合併処理浄化槽

等、各種集落排水の有する特性、経済性などを勘案して、社会情勢の変

化等に応じた効率的な整備を行うための計画等を策定するものです。 

 この構想案のポイントとなる次の事項等について、意見をお伺いしまし

た。 

 

【構想案】 

●平成３８年度末の生活排水処理人口普及率の目標値を設定 

・平成２９年度末９３，６％(全国１２位)の普及率を平成３８年度末で９７, 

６％を目標とする。 

●広域化・共同化の推進 

・農業集落排水処理施設の統廃合及び公共下水道への接続を実施する。 

・市町村を跨る広域化・共同化等は、３ブロック(東部・中部・西部)の方向性

を提示する。 

 

 

 

 

【問１】現在のお住まいの住居の形態を教えてください。  

１ 持家一戸建て    582 人 72.4% 
 

２ 持家共同住宅

(分譲マンションな

ど)  

  24 人 3% 
 

３ 借家一戸建て    33 人 4.1% 
 

４ 借家共同住宅

(賃貸アパート・マ

ンションなど)  

  163 人 20.3% 
 

５ その他    2 人 0.2% 
  

 



 

【問２】生活排水処理施設は、水路、河川、海などの水質改善のため、重要な役割を担っていま 

す。次の役割の中で、最も重要だと思うことはどれですか。  

１ 衛生的な生活

環境を確保できる  
  470 人 58.5% 

 

２ 川や海、湖の

水質汚濁を防ぐこ

とができる  

  292 人 36.3% 
 

３ 大雨による浸

水を防ぐことがで

きる  

  26 人 3.2% 
 

４ 汚泥をリサイク

ルし、有効利用が

できる  

  14 人 1.7% 
 

５ その他    1 人 0.1% 
  

 

 

 

 

 

【問３】あなたの身の周りの生活環境や水環境で、以前と比べて「状況が良くなった」と感じている 

ことはありますか。(複数選択可)  

１ 家の周りの側

溝などの水のにお

いがなくなった  

  215 人 26.7% 
 

２ 家の周りの側

溝などから発生す

る蚊やハエの数が

減った  

  138 人 17.2% 
 

３ 付近の川や海

などの水質がよく

なった  

  136 人 16.9% 
 

４ 特にない    441 人 54.9% 
  

 

 

 

 

 

 



【問４】あなたの身の周りの生活環境や水環境で、以前と比べて「状況が悪くなった」と感じている 

ことはありますか。(複数選択可)  

１ 家の周りの側

溝などの水のにお

いがある  

  36 人 4.5% 
 

２ 家の周りの側

溝などから発生す

る蚊やハエの数が

増えた  

  38 人 4.7% 
 

３ 付近の川や海

などの水質が悪く

なった  

  63 人 7.8% 
 

４ 特にない    666 人 82.8% 
  

 

 

 

 

 

 

【問５】あなたのご家庭の汚水処理施設の状況を教えてください。  

１ 公共下水道    674 人 83.8% 
 

２ 合併処理浄化

槽等(合併処理浄

化槽、小規模汚水

処理施設など、生

活排水とトイレ排

水の両方を処理

するもの)  

  57 人 7.1% 
 

３ 各種集落排水

(農業集落排水、

漁業集落排水、林

業集落排水等)  

  31 人 3.9% 
 

４ その他(単独浄

化槽、汲み取りな

ど、上記１～３を除

いたトイレ排水の

み処理するもの)  

  41 人 5.1% 
 

 

 

 



【問６】生活排水処理施設への接続の理由を教えてください。(複数選択可)  

１ 次の世代に、

良好な水環境を残

す必要があるた

め  

  267 人 33.2% 
 

２ 側溝の匂い・ハ

エなどの発生を防

ぐことができ、衛生

的だから  

  196 人 24.4% 
 

３ 法律で決めら

れた義務だから  
  111 人 13.8% 

 

４ まわりの家が

次々と接続したか

ら  

  44 人 5.5% 
 

５ 家の建て替え

やリフォームなど

のタイミングがあっ

たから  

  91 人 11.3% 
 

６ もともと整備さ

れており自分では

接続していない  

  367 人 45.6% 
 

７ その他    12 人 1.5% 
  

 

 

 

【問７】生活排水処理施設に将来変えたいと思いますか。  

１ 変えたいと思

う  
  62 人 7.7% 

 

２ 変えたいと思

わない  
  18 人 2.2% 

 

３ 分からない    114 人 14.2% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 



【問８】「変えたいと思わない」と答えた理由について、次の中から当てはまるものを選んでくださ 

い。(複数選択可)  

１ 宅地内の排水

設備の工事費が

高いため  

  20 人 2.5% 
 

２ 下水道の使用

料が高いため  
  14 人 1.7% 

 

３ 接続するため

には、家の建て替

えや、大規模な改

修をしなければな

らないため  

  3 人 0.4% 
 

４ 合併処理浄化

槽の設置スペース

がないため  

 0 人 0%  

５ 次の世代が、

家に住む予定が

ないため  

  1 人 0.1% 
 

６ 現在使用して

いる、単独浄化槽

がまだ十分使える

ため  

  9 人 1.1% 
 

７ 周りの家も接

続していないため  
  3 人 0.4% 

 

８ 借家で、大家

が接続工事をして

くれないため  

  1 人 0.1% 
 

９ その他   0 人 0%  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問９】今後、公共下水道の未整備地区に対する進め方について、あなたの考えに近いものをお 

尋ねします。  

１ 早く、整備した

方がいい  
  498 人 61.9% 

 

２ 公共下水道の

整備は時間がか

かるので、公設浄

化槽でもよいので

早く設置してほし

い  

  160 人 19.9% 
 

３ 公共下水道の

整備は必要と思わ

ない  

  13 人 1.6% 
 

４ 分からない    121 人 15% 
 

５ その他    10 人 1.2% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問１０】今後、公共下水道を整備する際に、あなたが「重視してほしい」と思うことは何ですか。  

１ 公共下水道が

使える地域を増や

すことを優先して

ほしい  

  190 人 23.6% 
 

２ 下水道使用料

ができるだけ安く

なるよう、経営の

効率化を優先して

ほしい  

  361 人 44.9% 
 

３ 地域住民への

説明や意見交換

をしっかりやりな

がら、事業を進め

てほしい  

  75 人 9.3% 
 

４ 公共下水道に

接続していない家

をなくす取組を強

化してほしい  

  65 人 8.1% 
 

５ 財政状況を勘

案しながら、大雨

などによる浸水対

策などに影響がな

いよう、整備して

ほしい  

  104 人 12.9% 
 

６ その他    4 人 0.5% 
  

 

 

 

 

 

 

【問１１】「下水道が使用できる区域となった場合、遅滞なくその土地の下水を下水道に接続しなけ 

ればならない」と下水道法に定められていますが、ご存知ですか。  

１ 知っている    160 人 19.9% 
 

２ 聞いたことはあ

る  
  137 人 17% 

 

３ 知らなかった    503 人 62.6% 
  

 



【問１２】今後、より多くの方に生活排水処理施設へ接続していただくために、どのような取組が必 

要だと思いますか。(複数選択可)  

１ 生活排水処理

施設の必要性のＰ

Ｒを充実させる  

  389 人 48.4% 
 

２ 下水道接続へ

の接続後、期限を

定めて下水道使

用料を減額するな

ど、使用料制度の

中での優遇措置  

  357 人 44.4% 
 

３ 公共下水道へ

接続する際の融

資制度※の引き

上げなど、現在の

融資制度の拡充  

  240 人 29.9% 
 

４ 合併処理浄化

槽の補助金の引

き上げなど、現在

の補助制度の拡

充  

  164 人 20.4% 
 

５ 高齢者世帯へ

の接続費用の補

助制度  

  254 人 31.6% 
 

６ 現在の融資・

補助制度で十分  
  50 人 6.2% 

 

７ その他    29 人 3.6% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問１３】生活処理施設への接続促進のための情報発信について、今後どのような方法で行うこと 

が望ましいと思いますか。(複数選択可)  

１ 広報誌    506 人 62.9% 
 

２ ホームページ    206 人 25.6% 
 

３ チラシ・パンフ

レット  
  273 人 34% 

 

４ 新聞・雑誌など

の広報欄への掲

載  

  371 人 46.1% 
 

５ イベントの実

施  
  110 人 13.7% 

 

６ 町内会・自治

会などの回覧板  
  408 人 50.7% 

 

７ 地域での学習

会・講演会  
  190 人 23.6% 

 

８ その他    32 人 4% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問１４】下水道事業に関する情報で、あなたが知りたい情報はどのような内容ですか。(複数選択 

可)  

１ 生活処理施設

の役割や機能(接

続するとどのよう

な効果があるの

か)  

  420 人 52.2% 
 

２ 公共下水道へ

接続する際の手

続きや問合せ窓

口  

  239 人 29.7% 
 

３ 公共下水道へ

接続する際の費

用や、下水道使用

料  

  410 人 51% 
 

４ 公共下水道へ

接続する際の融

資制度  

  155 人 19.3% 
 

５ 合併処理浄化

槽の補助金制度  
  119 人 14.8% 

 

６ 下水道事業の

整備方針  
  130 人 16.2% 

 

７ 下水道事業の

経営状況  
  161 人 20% 

 

８ 大雨による浸

水害を防ぐため

に、普段からでき

る取組  

  259 人 32.2% 
 

９ 地域での学習

会・講演会の申込

み窓口  

  44 人 5.5% 
 

１０ その他    21 人 2.6% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 



【問１５】全国的に少子高齢化により、今後、下水道の使用量・料金収入が減少する中、本県でも、 

           持続可能な汚水処理システムの構築を目指して、自治体間(県や市町村)での下水道等施 

           設・処理区の統廃合、維持管理・汚泥処理・事務などの広域化・共同化を検討し、コストの 

縮減に取り組んでいます。このような取組について、どのようにお考えですか。  

１ どんどん取組

を進めてほしい  
  242 人 30.1% 

 

２ メリットやデメリ

ットを検証し、サー

ビスの低下になら

ない範囲で進めて

ほしい  

  513 人 63.8% 
 

３ 取組を進める

ことはやむを得な

い  

  29 人 3.6% 
 

４ 取組は必要な

い  
  6 人 0.7% 

 

５ その他    9 人 1.1% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〇属性 

 

性別  

男性    338 人 42% 
 

女性    466 人 58% 
  

 

 

 

 

 

市町村  

１ 鳥取市    366 人 45.5% 
 

２ 米子市    180 人 22.4% 
 

３ 倉吉市    63 人 7.8% 
 

４ 境港市    35 人 4.4% 
 

５ 岩美町    11 人 1.4% 
 

６ 若桜町    2 人 0.2% 
 

７ 智頭町    3 人 0.4% 
 

８ 八頭町    20 人 2.5% 
 

９ 三朝町    7 人 0.9% 
 

１０ 湯梨浜町    21 人 2.6% 
 

１１ 琴浦町    20 人 2.5% 
 

１２ 北栄町    14 人 1.7% 
 

１３ 日吉津村    8 人 1% 
 

１４ 大山町    13 人 1.6% 
 

１５ 南部町    11 人 1.4% 
 

１６ 伯耆町    9 人 1.1% 
 

１７ 日南町    6 人 0.7% 
 

１８ 日野町    2 人 0.2% 
 

１９ 江府町    5 人 0.6% 
 

２０ 県外    8 人 1% 
  

 

 



 

 

 

地区別  

１ 東部地区    402 人 50% 
 

２ 中部地区    63 人 7.8% 
 

３ 西部地区    331 人 41.2% 
 

４ 県外    8 人 1% 
  

 

 

 

年齢  

１ １０歳代    28 人 3.5% 
 

２ ２０歳代    99 人 12.3% 
 

３ ３０歳代    157 人 19.5% 
 

４ ４０歳代    216 人 26.9% 
 

５ ５０歳代    141 人 17.5% 
 

６ ６０歳代    104 人 12.9% 
 

７ ７０歳代以上    59 人 7.3% 
  

 

 

 


